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1. NEXCO中日本が管理する約2000㌔の高速道路では、10年後の2032年には開通から50年を超える区間が5
割を超える見込み。

2. また、近年の大型車交通の増加、積雪寒冷地などでの凍結防止剤の散布など過酷な使用環境にさらさ
れ、高速道路の構造物の老朽化が進行。

3. これらの課題に対し、構造物を最新の技術を用いて補修・補強し、建設当初と同等以上の性能や機能に
回復し、高速道路を長く健全に保つ「高速道路リニューアルプロジェクト」に取組んでいます。

■老朽化の主な原因■当社管内の開通後の経過年数

約2倍

▮2022年 ▮2032年

50年以上が

約25％ 約50％

図-1 開通後の経過年数の割合（NEXCO中日本管内）

図-2 開通後の経過年別路線図（NEXCO中日本管内）

写真-1 大型車交通の増加

写真-2 凍結防止剤の散布 写真-3 過積載車両の通行
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■NEXCO中日本のリニューアルプロジェクトの計画

・2014年6月に道路法等の一部を改正する法律が成立・公布
・2015年3月に高速道路の大規模更新・修繕事業を事業化(15年計画)

■リニューアル工事の事例(橋梁)

区分 項目 工事概要 延長 工事予算
床版 橋梁の床版取替など 106 km 10,466 億円
桁 橋梁の上部構造の取替など 2 km 170 億円

床版 橋梁の床版の補修・補強など 125 km 588 億円
桁 橋梁の上部構造の補修・補強など 58 km 1,093 億円

12,317 億円
土構造物修繕 盛土・切土 土構造物の補修、補強など 4977 箇所 774 億円
トンネル修繕 本体・覆工 トンネル本体の補修、補強など 35 km 1,942 億円

15,033 億円

橋梁更新

橋梁修繕

　　小計（橋梁）

　　合計

床版の取替
耐久性の高いコンクリート
床版に取替えます。

■橋梁損傷状況（コンクリート床版下面）

高性能床版防水の施工
水、塩化物イオンがコンクリート床版
に浸透するのを遮断し、劣化の進行
を抑えるために、防水層に高性能な
床版防水を施工します。

橋脚

桁

桁補強
耐久性を高めるために、桁に
補強部材を取り付けます。

舗装

防水層

コンクリート床版

写真-4 コンクリートのはがれ落ち、浮き、鉄筋の露出 写真-5 コンクリートのひび割れ、遊離石灰の漏出 写真-6 コンクリートのひび割れ、遊離石灰の漏出

※床版：自動車や人などの荷重を直接受け持つ部材

大規模更新・修繕事業(高速道路リニューアルプロジェクト)の計画



橋梁床版取替の施工方法と交通規制（１）
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■床版取替実施時期・期間について
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図-4 床版取替実施区間（イメージ）

Ⅳ期施工

図-5 床版取替実施時期・期間（イメージ）
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■全断面施工

中央道 落合川橋E19

図-3 全断面施工の概要
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反対車線も同様の期間での施工となる

１．全断面施工
・橋梁の床版取替を行う場合、当社では上下線のいづれかの全幅
を一括して取替える全断面施工を標準としています。
この場合、工事を行わない反対車線側で対面通行規制を行う
こと（図-３参照）から走行できる車線数を減らすことになる
ため、夏季交通混雑期や、積雪寒冷地などでは冬季を避けた工
事実施時期とする必要があります。

・また、床版取替は進行方向に２ｍ程度の幅に床版切断・撤去・
新設設置という作業を繰り返すため（Ｐ５参照）、１回の規制
で取替可能な橋梁延長は100ｍ程度※が限界となってしまいま
す。そのため、例えば同一ＩＣ間に長大橋や複数の橋梁が点在
している場合（図-４）、片側車線でも複数年にわたる工事に
伴う交通規制を要する（図-５）こともあります。反対車線側
も同様に床版取替が必要な場合はこの２倍の交通規制が必要と
なります。
※1パーティーで施工した場合であり、橋梁の架橋環境や構造型式により異なります。



■現況車線数確保による施工（名神 長良川橋など）

図-7 現況車線数確保の概要 4

弥富高架橋では対面通行する幅員が確保できないため、
1車線幅を取替える半断面施工を採用しています。

■半断面施工(東名阪道 弥富高架橋)

３．現況車線数確保による施工
・交通量が多く大きな渋滞が懸念される都市部で、かつ構造的
条件を満たす場合は、現況車線数を確保して床版取替を行い
、工事による影響を最小限とする取組みも行っています。

・この場合、交通混雑期も工事を継続することが可能ですが、
例えば中央分離帯を車線として利用するための準備工事や上
下線４車線を３分割しての半断面施工となるため、全断面施
工と比べて工事に伴う交通規制期間（車線シフト）は長くな
ります。

２．半断面施工
・工事を行わない反対車線側で道路幅員の関係から物理的に対
面通行規制が行えない場合や、対面通行規制による交通への
影響が大きい場合は、工事する側を通行止めせず、２車線の
うち１車線づつを取替える半断面施工も行っています。

・しかし、この場合は全断面施工と比べて工事に伴う交通規制
期間は長くなります。

写真-7 中央分離帯部の橋桁の増設事例
（中央道多摩川橋、名神長良川橋など）

■現況車線数確保による施工（準備工事）

車線確保の場合は、中央分離帯を
車線として利用するため、床版取替
前に中央分離帯へ橋桁を新規に増設
します。
設置には1年以上(工事規模に応じて

変動)かかります。

橋梁床版取替の施工方法と交通規制（２）

図-6 半断面施工の概要

①

②
③ ③

①

②

①走行車線 ②追越車線 ③中央分離帯

工事箇所

東名阪道 弥富高架橋E23

施工順序 1施工順序 2 施工順序 3

名神 長良川橋E1
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床版を②～④の工程を繰り返して施工するため、橋長が長くなると施工期間も長くなります。
また、対面通行規制ができない場合や現況車線数確保のための「半断面施工」では、「全断面施工」と比
べると更に工事期間が必要となります。

■標準的な床版取替工事の施工手順

①床版切断 ②床版撤去 ③桁補修作業 ④PC床版架設

進行方向に２ｍ程度の幅で繰り返し施工

⑤間詰部コンクリート打設 ⑥新しい壁高欄の設置
⑦高性能床版防水工 ⑧舗装・完了

橋梁床版取替の施工方法と交通規制（３）



≪参考≫高速道路リニューアルプロジェクトの内容
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コンクリートのはがれ落ち

コンクリートのひび割れ


